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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　１１月　１５日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　記録者　田村　広恵　　

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	上野
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	深夜
	○
	公休
	準夜
	○
	○
	公休
	CD留守
	公休
	○

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	○
	公休
	○
	○
	準夜
	早退
	公休
	A留守
	公休
	CD留守

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	和田
	油津
	

	CD留守
	CD留守
	公休
	公休
	公休
	欠勤
	深夜
	　業務
	業務
	公休
	○
	

	相馬
	似鳥

	○
	準夜


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・木ノ下　ツヨ様～白内障治療剤（カタリンK点眼液）1本継続処方となっています。
　　　　　　　　　見え辛い様子うかがえますので、歩行状態観察し転倒に注意してい　

きましょう。

　　　　　　　　

・野月平　チエ様～両目の掻痒感ある為、抗炎症点眼剤（AZ点眼液）1本処方。
　　　　　　　　　本人訴え時に、充血の有無など観察していきましょう。


・三浦　ツマ様～今回、右第3指を出血しましたが、本人様はB型肝炎です。

　　　　　　　　知っていなければいけない情報です。念頭において、スタッフ自身や他患者様へ感染がないよう、ディスポ手袋を使用し処置・処置後処理・感染対策をしっかりと行いましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・吉田　光男様～スタッフの身体を触る行為みられることがありますが、前頭葉が障害されたことによる症状であるので、症状の理解をし業務にあたりましょう。

・山下　ヨシ様～朝食後より、倦怠感・眠気・歩行のふらつき訴え臥床されています。

　　　　　　　　日直医へ状態報告、症状が強くなるときは、観察室へ移動するよう

　　　　　　　　指示あります。倦怠感・眠気・歩行ふらつきの状態、妄想様発言等精神状態の観察を行なっていきましょう。

・板垣　富蔵様～本日は発熱なく、咳嗽も目立たず経過しています。内服薬処方せず

　　　　　　　　様子観察との指示あります。引き続き、発熱・咳嗽・食事の際のむせこみの有無を観察していきましょう。

・古川　徳一様～体温37.0℃台で経過しています。経管栄養はトラブルなく行えています。日直医報告し、クーリングで様子観察との指示あります。引き続き

　　　　　　　　発熱・咳嗽の有無・適宜状態をみて水分補給を行なっていきましょう。

＜SST評価・検討＞

◎Aユニット～寒さに対してのしのぎ方

途中から、居眠りする人や積極的に発言する人に分かれていた。居眠りしている人には声掛けをするものの、すぐに同状態となっている。

◎Bユニット～寒さに対してのしのぎ方
SST開始すると、全体的にいつもよりまとまりない発言多く、本来の課題について話を持っていくのに困った。発言は積極的に見られている。

◎CDユニット～冬の食べ物について
冬の食べ物についてペアになり話し合っている。「分からない」と答える方2名いるものの、他は全員発言あり。特定の患者様は、作り方から保存の方法まで話されている。







